
今年も実践報告会の季節になってまいりました。前回の第 2 回も多くの方々にご参加いただき盛況のうちに

終えることができました。皆様からは口々に｢感動しました！闘志が湧いてきました｣「次回は是非わたしも…」な

ど嬉しいメッセージをいただいています。   今回も多彩な講演者をお迎えし、充実した内容で開催いたします。

是非、1 人でも多くの方々にご参加いただきますよう、お待ちしております。 

 

日時：２０１３年 3 月８日（金）・９日（土） 

場所：京都社会福祉会館 4 階 ホール 

《 プログラム 》 

3 月８日（金） 1 日目 

午前 10 時 30 分    開演 （開場 10 時 00 分） 

挨拶 はいせつ用具の情報館 むつき庵 代表 浜田きよ子 

午前 11 時    講演  叶 信治氏 （総合福祉施設東九条のぞみの園副施設長） 

◆「人がいきいき元気になる時」をテーマにお話いただきます 

午後 12 時 30 分    昼食休憩 

午後 1 時 15 分    はいせつケア賞エントリー事例発表 

午後 2 時 30 分      講演 上田 朋宏氏 (泌尿器科医 上田クリニック院長 医学博士) 

           ◆「世界一の長寿社会と排泄管理について－このままでいいのか社会的弱者切り捨て」 

をテーマにお話いただきます 

午後４時 30 分      はいせつケア賞エントリー事例発表 

午後 5 時 30 分    閉会 

※ 上記以外にポスター参加者の展示、紙おむつメーカーブース、ミニむつき庵コーナーなどがあります 

 

3 月９日（土） ２日目 

午前 9 時 30 分    開演 （開場９時） 

はいせつケア賞エントリー事例発表 

午前 11 時 15 分   講演 中島 信男氏 （へたへた工房主宰・農業、工芸作家） 

午後 12 時 15 分    昼食休憩 

午後 1 時 00 分    講演  西村 かおる氏 （日本コンチネンス協会 会長） 

           ◆「認知症の方の排泄ケア」をテーマにお話いただきます 

午後 3 時    表彰式 

はいせつケア大賞  １組  （副賞 ５万円） 

はいせつケア特別賞 １組  （副賞 １万円） 

午後 4 時 30 分     閉会 

※ 進行の状況により、時間が前後することがあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 申 込 書        ＦＡＸ：075-803-1123  
お問合せ先：㈱はいせつ総合研究所 はいせつ用具の情報館 むつき庵 

〒602-8123 京都市上京区下立売通黒門西入橋西二町目 648  TEL：075－803－1122  
※原則、事前申込みをお願い致します。(オムツフィッターや賛助会員は事前お申込みの場合、割引があります) 

振込先 郵貯銀行:口座名義 ㈱はいせつ総合研究所  口座番号 00900-5-268655  

振込用紙の控えを入場券とさせていただきます、当日まで大切に保管ください。 

名前： 申込人数：     人               車いすご使用の方     人 

ＴＥＬ： ＦＡＸ： 

住所： 

□ 一般の方 
□ 両日参加 

参加費：2,800 円 

□ ８日のみ参加 

参加費：1,700 円 

□ ９日のみ参加 

参加費：1,700 円 

合計金額 

      円 

□オムツフィッター

□ 賛助会員の方 

□ 両日参加 

参加費：2,500 円 

□ ８日のみ参加 

参加費：1,500 円 

□ ９日のみ参加 

参加費：1,500 円 
合計金額 

      円 

※切り取らずにそのまま送信してください。 



 

 

  

2013 年度（平成 25 年度）オムツフィッター研修のご案内 

本当に色々なことを学ぶことができました。 

私が興味を持ったのは衣服関係の研修でした。 

今まであまり衣服に関しての知識を持ってい
ませんでしたし、関心もありませんでした。こ
の講義を受けていて、「装う」ということは人
の生活にとって尊厳にも係る重要な要素だと
いうことを知ることができました。以前から、
ろう便対策でつなぎ服をきせてしまうことに
対して、何か良い方法はないものかと思ってき
ました。この問題に関しても、改善していく可
能性を感じさせて貰えました。 

 自分は、仕事面も含めて人間的に成長してい
るのだろうか、と考えることがありました。そ
ういう状況のなか、確かに自分を成長させても
らえる場に参加していると思えるのがオムツ
フィッターの研修でした。全国に同じ志を持っ
た方々が沢山いて、その方達と知り会えたこと
も自分を前向きにして貰えました。全国の同志
の方々のご活躍を祈っております。  

私も現実的で有効な問題解決のお役に立て
る存在となっていけるように頑張っていくこ
とを決意しています。 

 

 

【3 級研修】 

2013 年 4 月 1～2 日（京都／月・火曜日） 

2013 年 5 月 2～3 日（富山／木・金曜日） 

2013年 6月 10～11日（京都／月・火曜日） 

2013年 9月 30日～10月 1日（京都／月・火曜日） 

 

今年度（2012 年度）前期は、オムツフィッター1 級研修、2 級研修を行い、受講生の皆さんは熱心に学ばれ、つながりを深めることができまし

た。2013年度も、富山、東京での地方研修を含め順次3級研修を、そして、1級研修、2級研修も開催してまいります。オムツフィッターのつなが

りがゆっくりと広がりますよう、皆さまの受講をお待ちしております。 

※2013年度 4月 3級研修の日程が、4月 1日（月）～2日（火）へ変更となりました。（前号にて 4月 8日～9日とお知らせしていました。）また、 

2013年度 1級研修は定員を満たし、現在キャンセル待ちをしていただいております。ご不便おかけしますが、ご了承ください。 

★受講費： 各講座 20,000円 ※交通費・ご宿泊費は含まれません。 ※研修会場は京都社会福祉会館他 

★お申し込みは各講座とも定員になり次第、締め切らせていただきます。なお、会場等は変更することがあります。 

１級は総集編で医療や住環境・福祉用具など使
用して、幅広い視点から快適な排泄ケアを考え意
見交換や情報交換が行われた。懇親会では一人一
人の目的や目標を発表。中にはクモ膜下出血から
生還し研修会参加した人や、人工肛門造設後これ
をきっかけに何かの役に立ちたいと思っている
人、富山の人は「おわら盆」の踊りを披露‥等心
に残る思いで一杯となった。     

同じ目的や悩みを持ち全国各地から職域を越
えた人々が、「むつき庵」で研修。誰一人として
居眠りする人は無く、目が輝き真剣そのものでし
た。３～１級で心の変化・質の変化・何よりも色々
な方との巡り逢い・ふれあい・語り合い・人の優
しさ・思いやり・強さ・生き方等・・ここで学ん
だ経験は貴重な財産となりました。 

 むつき庵で勉強出来た事を私は誇りに思って
います。又、企画・運営も素晴らしい。特に浜田
先生のトークは大好きです。 

 そして、私は、「１級は最終目的ではなく人そ
れぞれの再出発である」と考えています。 

 

【平成 25 年度 前期２級研修】 （すべて京都会場） 

Ａ講座： 2013 年 8 月 5～6 日（月・火曜日） 

Ｂ講座： 2013 年 9 月 9～10 日（月・火曜日） 

Ｃ講座： 2013 年 10 月 21～22 日（月・火曜日） 
※間もなく定員となります。お早目のお申込みをおすすめいたします。 

※なお、平成２４年度後期２級研修は定員を満たしており、お申込みを 

締め切らせていただいております。ご了承ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田 昌 さん （京都府） 

小池 一暢 さん (静岡県) 

2011 年２月、３級の講習を和歌山で受けて以来、一気に１級まで受講してきた私ですが、「排泄ケア」が
益々わからなくなりました。排泄ケアは正解がなく、百人百様だと感じています。私は、福祉用具メーカー
に勤務するもので、常に高齢者の方々に関わる業務ではありませんが、排泄ケアの奥深さを改めて感じまし
た。研修を通して思ったことは、正解のないケアの中で今目の前にいる方と向き合い、その方にとって「よ
り良いケアを一緒に考えられる人間」を養成する講習であると感じました。排泄は尊厳に関わるケアであり、
誰にでも相談できるものではありません。しかし、オムツフィッターという資格を世に送り出すことで、排
泄に悩む高齢者の生活を少しでも改善できるお手伝いとなる。そうした窓口になる人が増えることで、次第
にネットワークが広がり排泄に限らず様々な情報が集まり、更に高齢者を支えていくと感じました。 

 １級を取得する私に高齢者を支えるだけの経験、知識はありません。が、まずは悩む皆さんと一緒に「諦
めないで、考えられる人、寄り添う人」になろうと思っています。ミニむつき庵を開設する私ですが、基本
姿勢である「寄り添い、考える介護」を忘れないで背伸びせず私なりに歩んでいきたいと思います。 

 すべては、ここからスタートだと思っています。長い間、ご指導くださいました先生方、そしてオムツフ
ィッター研修を作っていただきました浜田所長とスタッフの皆様に感謝申し上げます。有難うございまし
た。今後とも、ご指導いただきますよう宜しくお願いいたします。 

 

 

合田 祥子 さん (香川県) 

 


